
 

令和７年４月２５日  

 

報道機関各位 

 

長岡市環境部環境政策課長  

  

     街路灯など照明設備の一斉ＬＥＤ化を実施 
 

長岡市では、令和５年３月に「カーボンニュートラル チャレンジ戦略 2050」を策定し、

脱炭素社会の実現に向けたさまざまな取り組みを実施しています。 

このたび、設備導入の初期投資を抑えられ、効率的かつ広範囲に進める ESCO 方式※を

採用し、市が管理する照明設備の一斉 LED化を実施します。 

市が率先して公共施設の LED 化を推進することで、市全体に省エネ意識の醸成を図り

ます。 

つきましては、下記のとおり事業の概要をお知らせしますので、市内事業者の本事業

への参加の呼びかけとあわせて、周知にご協力くださるようお願いします。 

 

街路灯など照明設備の一斉ＬＥＤ化の事業概要 
 

１ 事業名 

長岡市道路照明灯等 LED 化業務（ESCO事業※） 

２ 対象設備 

・道路照明灯  （3,001灯） 

・公園照明灯   （851灯） 

・スポーツ施設灯（1,794灯）    合計 5,646灯 

３ 契約形態 

   ESCO方式（シェアード・セイビングス契約） 

 ４ 事業実施者の選定方法 

プロポーザルにより選定 

・公告日     ４月 11日（金） 
     ・参加表明書締切 ５月 ９日（金） 

５ 事業期間 

  10年～15年間（提案により年数を決定） 

６ 事業規模   

  事業提案上限額 10億円 

 

 ※ESCO事業 
  省エネルギー改修にかかるすべての経費を光熱水費の削減分で賄う事業。 

ESCO事業が、省エネルギー診断、設計・施工、運転・維持管理、資金調達などすべての 
サービスを提供するもの 

 

 

長岡市 

問い合わせ 

長岡市環境政策課 近藤         

TEL：０２５８－２４－０５２８ 

 

ESCO方式を活用し 

 

プロポーザルの詳細は  
 こちらから→ 


